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福島県医療ひっ迫警報が発出されております
皆さまと大切な方の命と健康を守るために御協力をお願いします

基本的な感染対策の徹底

検査キットでのセルフチェック 救急車の適正利用

速やかなワクチンの接種

県内の医療ひっ迫状況を
踏まえた共同メッセージ

（知 事 内堀 雅雄）

（会 長 佐藤 武寿）
（副会長 土屋 繁之）
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医療提供体制の負荷状況

県内の感染状況は高い水準で推移しており、コロナ病床がひっ迫しています１
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■確保病床使用率 ５２.５％（12/27時点）
→ 地域によっては７割近くに

医療機関のクラスター対応も重なり、
多くの地域で入院調整が困難化

■新規陽性者数の推移 （12/27時点）
→ 極めて高い水準が継続

その中で年末年始を迎えることに



医療提供体制の負荷状況

患者増に加え、職員の出勤停止が生じ、一般医療にも影響が生じています２

■救急搬送困難事案件数前年比
２５７％（12/19～12/25）
（今年126件 前年49件）
→ 高い水準で推移

搬送先調整に長時間要する事案が発生

■コロナに関連して休んでいる医師・看護師数※G-MISに入力値より集計

１,７２６人（12/12～12/18）･･１日当たり２４６.６人

感染拡大前（6月の1日当たり）比 １０７２％
→ 高い水準で推移

医療機関の受入れ体制の確保が困難に
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福島県医療ひっ迫警報 発出（12月16日～１月15日）



県民のみなさまにお願いしたいこと
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１ 感染者を減らす取組

○オミクロン株対応２価ワクチンの速やかな接種をお願いします。

○重症化リスクの高い高齢者等はもとより、若い方にもオミクロン株対応２価ワ
クチンによる接種を完了するようお願いします。

○同時流行に備え、インフルエンザワクチンの接種も検討をお願いします。

福島県・福島県医師会・福島県病院協会 共同メッセージ

基本的な感染対策の再点検と徹底をお願いします

新型コロナワクチンの速やかな接種をお願いします

○マスクの正しい着用、手洗い・消毒の励行、十分な換気量の確保、人と人の距
離の確保など、基本的な感染対策の徹底をお願いします。

○大人数・長時間の会食への参加は慎重に判断しましょう。（自宅等での会食も注意）

○発熱や喉の痛み、咳などの症状がある場合は、外出しないようにしましょう。



県民のみなさまにお願いしたいこと
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医療機関の負荷を減らす取組２

○外来診療への集中を防ぐため、重症化リスクが低く軽症の方は検査キットによる
セルフチェックを積極的に活用ください。

○体調不良に備えて、抗原定性検査キットや解熱鎮痛薬等の事前購入をお願いします。

福島県・福島県医師会・福島県病院協会 共同メッセージ

○緊急性の高い方の命を守るため、救急外来・救急車の適正利用をお願いします。

○受診するか迷ったら、まずはかかりつけ医に相談してください。かかりつけ医が
いない場合は、受診・相談センターや夜間救急相談等をご利用ください。

○受診する際は可能な限り平日の日中に受診してください。

抗原定性検査キットでセルフチェックしましょう

救急車・救急外来の適正利用に御協力をお願いします


